
Ｑ14. 球磨川の河川整備基本方針の基本高水のピーク流量はど

のように算出したのでしょうか。 

○ 球磨川の河川整備基本方針の目標については、気候変動によ

る災害の激甚化・頻発化を踏まえ、過去の実績降雨等に基づく

計画から、気候変動による降雨量の増大などを考慮した計画へ

の見直しを行いました。

○ 具体的には、球磨川流域で降った昭和 28 年～平成 22 年まで

の雨量データを用い、球磨川水系の計画規模（横石 1/100、人

吉 1/80）の計画対象降雨の降雨量である横石地点 273.7mm/12h、

人吉地点 271.1mm/12h を算出し、その降雨量に気候変動を想定

し 1.1 倍の降雨量変化倍率を乗じ、計画降雨量として横石地点

301mm/12h、人吉地点 298mm/12hを設定しました。

表 基準地点における計画降雨量（単位：mm/12h） 

○ その計画降雨をベースとして、対象降雨波形群の雨量が計画

降雨量になるよう引き伸ばし（引き縮め）を行い、貯留関数法

による流出計算により基本高水のピーク流量を算出しています。

表 基準地点横石における流出計算結果 表 基準地点人吉における流出計算結果 

H19方針
(S28～H17）

変更計画
(S28～H22）

※下段は1.1倍前

令和2年7月
豪雨実績

人吉 262
298

(271)
322

横石 261
301

(274)
346
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○ 算出された基本高水のピーク流量については、既往洪水から

の検討やアンサンブル将来予測降雨波形データ※を用いた検討

を行い、総合的に判断した結果、基準地点横石では 11,500m3/s、

基準地点人吉では 8,200m3/sとしています。

※アンサンブル予測とは、過去の実績降雨には含まれてない降雨パタ

ーンが気候変動の影響によって発生する可能性について、海面水温

の変化など様々な条件を与える等を考慮して複数のケースについて

予測計算した数値実験結果の降雨波形データ集のこと。

○ 球磨川水系河川整備基本方針（変更）の基本高水のピーク流

量の算出過程について、ご確認したい方はこちらをご覧くださ

い。

○ なお、球磨川水系河川整備基本方針（変更）の基本高水のピ

ーク流量の算出過程を含む河川整備基本方針変更の検討内容に

ついては、国土交通省ホームページ「第 112回、第 114～117回

河川整備基本方針検討小委員会 資料 2」に掲載しています。

表 基準地点人吉における総合判断図 表 基準地点横石における総合判断図】 

2

http://www.qsr.mlit.go.jp/yatusiro/site_files/file/shiryou/14_1.pdf
https://www.mlit.go.jp/river/shinngikai_blog/shaseishin/kasenbunkakai/shouiinkai/kihonhoushin/index.html
https://www.mlit.go.jp/river/shinngikai_blog/shaseishin/kasenbunkakai/shouiinkai/kihonhoushin/index.html



